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　10 月 10 日京都駅ビルで京都学生祭典に生活環境部会
6 人で参加してきました。私たちは大空広
場の紙芝居ブースで「地球環境保護戦士が
んばれエコマン」〔私たちの手作り紙芝居。
市内保育園、幼稚園の公演を終え、現在は
市内小学校で公演中〕を公演しました。
　紙芝居を終えると「改めて一人ひとりの
意識の大切さを考えさせられました。」「羽
曳野市からわざわざ来ていただき有難うご
ざいます。」などとお声を掛けて頂きまし
た。学生の一人から、「この紙芝居は凄い。
今問題になっている、環境問題が全てお話
の中にある。」と感動の言葉を頂き、これには気分を良く
しました。
　また、駅前広場においては、企業連携ブース、行政ブース、
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一般団体、学生ブースでさまざまなエコ活動を展示。そ
こで私たち生活環境部会での 5 年間の
活動もパネル展示しました。紙芝居を公
演したほか、環境問題啓発音頭「袋音頭」
を流し、傘の再利用で作ったエコバッグ
で踊り、京都駅前での最高の場所での活
動に、参加した私たち 6 人は感動と興
奮でした。地球温暖化防止活動に取り組
まれているこ
とを肌で感じ
ることができ
私たち活動に

弾みがつき、決意も新たに京
都から帰ってきました。

2007年度の我が国の温室効果ガス排出量（確定値）について
　環境省から、2007年度（平成19年度）の温室効果ガス排出量の確定値が公表されています。これによりますと、

2007年度の国内での総排出量は約13億7400万トンで、京都議定書の規定による基準年（1990年）の総排出量と比べ、

９％上回っており、2006年度に前年度比ではじめて減少したにも関わらず、2007年度はさらに前年度比で２．４％増

加となりました。

　これは、エネルギー起源二酸化炭素について、家庭部門、産業部門などからの排出量が増加したことなどによるもの

です。議定書の２０１２年までに６％削減目標達成には、９．６％の削減が必要となっています。

　政府は、この9月に、２０２０年までに１９９０年比２５％削減の中期目標を発表しており、今後さらに目標達成に

向けた具体策などが示されるものと思われます。

　なお、家庭部門の二酸化炭素排出量は、全体の約１３．１％ですが、基準年比４１．２％増、前年比８．４％増と大きく

伸びています。もっとも排出量の大きい産業部門はもちろん、身近な家庭から毎日の暮らしの中での取り組みも大切です。

○地球温暖化対策（６）      ― 今こそ行動を！―
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年度
2000     2001     2002     2003     2004     2005 2006

12億6,100万
トン

12億5,400万
トン

13億7,400万トン＜前年度比＋2.4%＞
（＋9.0%）

13億4,200万トン
（+6.4%）

2007年度における我が国の排出量は、基準年比9.0 ％上回っており、
議定書の６％削減約束の達成には、9.6 ％の排出削減が必要。
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